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も
多
く
の
有
権
者
に
投
票
に
行
っ

て
い
た
だ
き
、
こ
の
国
が
間
違
っ

た
方
向
に
行
か
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
支
援
す
る

候
補
者
の
全
員
勝
利
に
向
け
、
精

一
杯
頑
張
り
あ
い
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
・
県
民
の
声
を
行
政
に
届

け
る
第
十
九
回
統
一
地
方
選
挙

は
、
前
半
戦
が
四
月
七
日
投
票
・

後
半
戦
が
四
月
二
十
一
日
投
票
で

行
わ
れ
ま
す
。
退
職
者
の
会
で
は
、

前
半
戦
の
高
知
県
会
議
員
選
挙
で

は
、高
知
市
選
挙
区
の「
前
田　

強
」

氏
を
は
じ
め
、
別
掲
の
推
薦
候
補

者
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
後
半
戦
の
高
知
市
議

会
議
員
選
挙
で
は
、
七
期
目
を
目

指
す
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
組
織
内
の
「
近

藤　

強
」氏
を「
現
・
退
一
致
」
で

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
の
強
権
的
政
治
運
営

に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め
る
た
め

に
も
、
七
月
の
第
二
十
五
回
参
議

院
選
挙
の
野
党
勢
力
勝
利
に
向

け
、
先
ず
地
方
か
ら
野
党
勢
力
の

結
集
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
人
で

顕
著
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
の
発
生
率

が
三
十
年
間
で
七
十
％
か
ら
八

十
％
に
見
直
し
さ
れ
ま
し
た
。
必

ず
や
っ
て
来
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
で
す
。
各
地
で
発
生
し
て
い
る

地
震
は
日
本
列
島
に
キ
シ
ミ
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
事
は
否
め
ず
、
何

時
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
で
す
。
各
地

で
の
地
震
・
集
中
豪
雨
災
害
の
被

害
状
況
な
ど
を
貴
重
な
糧
と
し

て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
り

抜
く
た
め
、
ま
ず
は
想
定
で
き
る

対
策
を
し
っ
か
り
実
施
し
て
い
く

と
の
決
意
で
、
次
の
四
年
間
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
早
く
も
八
年
目
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の

間
、
熊
本
、
大
阪
、
北
海
道
と
各

地
で
地
震
災
害
が
発
生
し
、 

同
時

に
集
中
豪
雨
災
害
が
続
い
て
い
る

日
本
列
島
で
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
直
後
に
再
発
足

し
ま
し
た
高
知
市
議
会
南
海
ト
ラ

フ
大
地
震
等
対
策
調
査
特
別
委
員

会
の
委
員
長
に
就
任
し
て
七
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
問
、
最
初
の
四
年
問
は
南

海
ト
ラ
フ
地
震
の
強
い
揺
れ
、
津

波
か
ら
命
を
守
る
対
策
と
し
て
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
、
避
難

場
所
、
避
難
路
整
備
、
緊
急
避
難

ビ
ル
の
確
保
、
耐
震
工
事
補
助
金

の
増
額
な
ど
に
取
り
組
ん
で
来
ま

し
た
。

　

後
の
四
年
間
は
、
強
い
揺
れ
、

津
波
か
ら
守
っ
た
命
を
繋
い
で
い

く
こ
と
と
し
て
、
避
難
所
の
開
設

と
町
内
会
、
自
主
防
災
組
織
を
中

心
に
避
難
所
開
設
訓
練
と
避
難
所

マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
の
取
組
み
、

ま
た
、
各
避
難
所
へ
三
日
分
の
非

常
食
、
水
、
携
帯
・
簡
易
ト
イ
レ

の
配
備
を
順
次
行
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
津
波
に
よ
る

長
期
浸
水
が
予
想
さ
れ
て
い
る

中
、
浸
水
地
域
で
避
難
所
に
避
難

さ
れ
た
何
万
人
と
も
い
わ
れ
て
い

る
人
々
を
ど
う
浸
水
外
地
域
に
移

動
さ
せ
る
の
か
、
現
在
取
り
組
ま

れ
て
い
る
「
災
害
時
要
支
援
者
」

名
簿
に
基
づ
き
、
町
内
会
、
自
主

防
災
組
織
で
ど
う
具
体
的
な
支
援

が
で
き
る
か
な
ど
、
協
議
を
重
ね

れ
ば
重
ね
る
ほ
ど
多
く
の
課
題
が

一
、
消
費
税
増
税
対
策

二
、
人
口
減
少
対
策

三
、
南
海
地
震
対
策

市
民
が
主
役
の
安
全
・
安
心
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

市
民
が
主
役
の
安
全
・
安
心
の

　
　
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

南
海
地
震
対
策
調
査
特
別
委
員
会　

委
員
長　

近
藤　
　

強

政
治
の
流
れ
を
変
え
民
主
主
義
を
国
民
の
手
に

政
治
の
流
れ
を
変
え
民
主
主
義
を
国
民
の
手
に

統
一
地
方
選
挙 

勝
利
に
全
力
を
！

統
一
地
方
選
挙 

勝
利
に
全
力
を
！

統
一
地
方
選
挙 

勝
利
に
全
力
を
！

統
一
地
方
選
挙 

勝
利
に
全
力
を
！

統
一
地
方
選
挙 

勝
利
に
全
力
を
！

二
〇
一
九
年
に

取
り
組
む
べ
き
お
も
な
課
題

二
〇
一
九
年
に

取
り
組
む
べ
き
お
も
な
課
題

高
知
県
議
会
選
挙
高
知
市
選
挙
区　　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
政
策
議
員　

前
田　
　

強

高
知
県
議
会
選
挙
高
知
市
選
挙
区　　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
政
策
議
員　

前
田　
　

強
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高
知
県
議
会
議
員
選
挙

■ 

高
知
市
選
挙
区

　
　

前
田
つ
よ
し
（
三
十
五
歳　

現
職
一
期　

国
民
民
主
党
公
認
）

■ 

土
佐
清
水
選
挙
区

　
　

橋
本　

敏
男
（
六
十
歳　

現
職
一
期　

無
所
属
）

■ 

四
万
十
市
選
挙
区

　
　

石
井　
　

孝
（
四
十
五
歳　

現
職
一
期　

自
治
労
組
織
内
）

■ 

高
岡
郡
選
挙
区
（
越
知
町
・
佐
川
町
・
日
高
村
）

　
　

大
野　

達
哉
（
五
十
歳　

現
職
一
期　

自
治
労
組
織
内
）

■ 

須
崎
市
選
挙
区

　
　

濱　
　

憲
司
（
六
十
八
歳　

新
人　

無
所
属
）

■ 

吾
川
郡
選
挙
区

　
　

上
田　

周
五
（
六
十
八
歳　

現
職
四
期　

無
所
属
）

■ 

土
佐
市
選
挙
区

　
　

中
内　

桂
郎
（
七
十
九
歳　

現
職
五
期　

無
所
属
）

■ 

安
芸
市
・
芸
西
村
選
挙
区

　
　

前
田　

紗
織
（
五
十
歳　

新
人　

立
憲
民
主
党
公
認
）

■ 

奈
半
利
町
・
田
野
町
・
安
田
町
・
北
川
村
・
馬
路
村
選
挙
区

　
　

河
田　

角
栄
（
四
十
六
歳　

新
人　

無
所
属
）

■ 

宿
毛
市
・
大
月
町
・
三
原
村
選
挙
区

　
　

石
原
み
つ
の
り
（
三
十
歳　

新
人　

無
所
属
）

 

市
議
会
議
員
選
挙

■ 

高
知
市
議
会
議
員
選
挙

　
　

近
藤　
　

強
（
六
十
六
歳　

現
職
六
期　

情
報
労
連
組
織
内　

立
憲
民
主
党
公
認
）

■ 

宿
毛
市
議
会
議
員
選
挙

　
　

松
浦　

英
夫
（
六
十
九
歳　

現
職
三
期　

社
会
民
主
党
公
認
）

 

町
議
会
議
員
選
挙

■ 

土
佐
町
議
会
議
員
選
挙

　
　

和
田　
　

勇
（
七
十
七
歳　

現
職
九
期　

社
会
民
主
党
公
認
）
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心
も
ス
ッ
キ
リ
、
笑
い
は
生
き

る
ち
か
ら
に
な
る
』
事
が
良
く

分
り
ま
し
た
。

〈
関
田
啓
二
〉

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
全
国
放
送
さ
れ
た
こ

と
が
紹
介
さ
れ
た
。
映
画
で
お

馴
染
み
寅
さ
ん
の
テ
ー
マ
が
流

れ
る
中
、
七
尺
（
二
メ
ー
ト
ル

超
）
の
大
刀
を
背
中
に
担
ぎ
、

さ
っ
そ
う
と
入
場
。第
一
声
は
、

「
こ
の
七
尺
の
大
刀
抜
い
て
お

見
せ
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
い
つ

つ
も
、
な
か
な
か
抜
か
な
い
。

抜
い
た
と
見
る
と
、
こ
れ
が
刃

渡
り
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小

刀
。
爆
笑
を
誘
い
レ
ジ
メ
①
笑

う
顔
に
は
福
来
る
。②
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
を
楽
し
く
生
き
る
に

沿
っ
て
、
立
て
板
に
水
の
よ
う

な
講
演
会
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

十
八
番 （
お
は
こ
）
の
バ
ナ
ナ

の
た
た
き
売
り
が
始
ま
り
、
映

画
の
寅
さ
ん
を
思
い
出
す
。
口

上
の
上
手
さ
次
々
と
バ
ナ
ナ
を

売
り
さ
ば
く
様
は
さ
す
が
！
の

一
言
。

　

笑
い
は
最
高
の
特
効
薬
、
即

効
性
も
あ
り
、
副
作
用
も
な
い

と
間
さ
ん
の
話
術
に
会
場
は
最

後
ま
で
、笑
い
声
が
響
き
わ
た
っ

て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
の
挨
拶
は
、
國
弘
会
長

の
間
先
生
に
お
礼
の
言
葉
と
共

に
、「
あ
す
腹
痛
の
方
は
、
笑

い
す
ぎ
の
筋
肉
痛
で
す
の
で
病

院
に
行
く
必
要
は
な
い
と
思
い

ま
す
。」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
『
み
ん
な
一
緒
に
笑
っ
て
、

　

今
年
の
文
化
講
演
会
は
、
十

二
月
十
二
日
高
知
商
工
会
館
に

八
十
人
が
参
加
し
開
か
れ
た
。

　

講
師
は
遠
路
四
万
十
市
か

ら
、
土
佐
の
寅
さ
ん
こ
と
間
六

口
（
は
ざ
ま
む
く
ち 

）
さ
ん
。

今
人
気
の
ア
マ
チ
ュ
ア
漫
談
師

で
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
過
疎
地

を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た

四
万
十
観
光
大
使
・
高
知
県
観

光
大
使
に
も
任
命
さ
れ
て
い
る
。

　

演
題
は
「
笑
い
は
健
康
の
常

備
薬
」。
は
じ
め
に
電
友
会
井

上
会
長
か
ら
経
歴
や
、
活
動
が

　

其
の
後
、
議
事
に
入
り
事
務

局
体
制
・
常
駐
・
総
会
開
催
状

況
、
機
関
誌
発
行
等
々
の
「
会

と
会
員
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
充
実
」
に
つ
い
て
各
県
協
よ

り
現
状
報
告
を
し
一
層
の
充
実

に
向
け
互
い
の
良
い
と
こ
ろ
を

学
び
あ
い
ま
し
た
。さ
ら
に「
会

員
拡
大
」
で
は
、
ど
の
県
協
に

お
い
て
も
加
入
率
が
向
上
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
自
然
災
害
へ
の
対

応
や
今
後
の
カ
ン
パ
活
動
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
相
当
踏

　

三
月
六
日
〜
七
日
、
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
ク
ラ
ウ

ン
パ
レ
ス
新
阪
急
高
知
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

中
央
協
の
高
見
副
会
長
の
司

会
で
開
会
、
石
原
会
長
よ
り
災

害
支
援
カ
ン
パへ
の
御
礼
、
会
員

拡
大
、
参
院
選
な
ど
へ
の
取
り

組
み
強
化
を
求
め
る
挨
拶
に
続

き
、電
通
共
済
生
協
・
労
連
共
済

本
部
・
き
ら
ら
保
険
サ
ー
ビ
ス

よ
り
報
告
を
兼
ね
た
挨
拶
を
受

け
福
祉
団
体
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
認
識
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

み
込
ん
だ
議
論
を
交
わ
し
今
後

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を
集
約

し
て
一
日
目
の
議
事
は
終
了
し

ま
し
た
。

　

夜
は
、
い
つ
も
通
り
の
懇
親

会
に…

地
元
高
知
の
國
弘
会
長

の
歓
迎
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
で

幕
を
開
け
鰹
の
タ
タ
キ
や
軍
鶏

鍋
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
談
笑

の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
予
定
の
九
時
前

に
開
会
、佐
々
木
副
会
長
か
ら
の

世
論
調
査
等
を
踏
ま
え
た
情
勢

報
告
、
統
一
地
方
選
並
び
に
参

院
選
に
向
け
た
取
り
組
み
に
現

状
と
課
題
等
の
報
告
を
受
け
た

後
、各
県
協
よ
り
紹
介
カ
ー
ド
・

会
員
周
知
の
方
法
・
グ
ル
連
と

の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
報
告
を
し
、
今
後
の
対
応

を
議
論
し
ま
し
た
。
特
に
紹
介

カ
ー
ド
で
は
各
県
協
と
も
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
、
打
開
を
図

る
た
め
具
体
的
な
行
動
を
起
こ

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
会
議

を
終
え
ま
し
た
。〈
弘
田
和
幸
〉

共
済
等
支
払
状
況

あ
り
が
と
う
制
度

（
２
０
１
８
年
12
月
〜
２
０
１
９
年
２
月
）

支
部
協
慶
弔
制
度

（
２
０
１
７
年
１
月
〜
２
０
１
９
年
２
月
）

安
本　

豊
海 

様

廣
見　

光
信 

様

小
松　

敬
子 

様

松
村　

貞
男 

様

大
崎　

速
雄 

様

山
本　
　

進 

様

三
宮　

俊
勇 

様

刈
谷
志
毛
雄 

様

谷　
　

博
水 

様

２
月
吉
田
糸
乃
生 

様

池
田　

幸
孝 

様

藤
近　

容
子 

様

和
田　

由
美 

様

寺
尾　

育
使 

様

松
本　

増
男 

様

福
原　

正
文 

様

山
本　

弘
光 

様

氏
原　

正
人 

様

山
岡　

和
三 
様

２
月
上
田
由
喜
美 

様

徳
広　

孝
敏 
様

☆
喜
寿
（
22
件
）

12
月
黒
岩　

靖
夫 

様

山
崎　

公
平 

様

西
本　

寿
男 

様

水
野　

祥
子 

様

橋
本
美
佐
子 

様

岡
西
滋　

夫 

様

１
月
大
久
保
峯
子 

様

浜
口　

幸
香 

様

岡
村　
　

剛 

様

森
田　
　

豊 

様

お
祝
い

☆
米
寿
（
13
件
）

12
月
吉
見　

栄
子 

様

山
下
か
お
る 

様

松
本　
　

治 

様

１
月
岡
林　

利
枝 

様

川
﨑
五
十
子 

様

森　
　

愛
子 

様

小
松　
　

匡 

様

田
村　

文
子 

様

五
藤　

甦
子 

様

末
永　

雄
一 

様

門
田　

徳
子 

様

有
澤
久
美
子 

様

西
尾　

演
之 

様

２
月
北
村　
　

諭 

様

手
島　

賢
三 

様

前
島
久
美
子 

様

中
城　

浩
道 

様

河
渕　
　

博 

様

野
島　
　

明 

様

溝
渕　
　

隆 

様

津
田　

建
二 

様

中
村　

美
枝 

様

町　

法
太
朗 

様

☆
古
希
（
25
件
）

12
月
弘
田　

和
幸 
様

宮
内　

廣
行 
様

１
月
中
島
美
紀
子 

様

中
西　

義
博 

様

三
木　

誠
一 

様

常
石　

光
二 

様

２
０
１
８
年
12
月　

桑
原　

和
尊 

様

花
岡　
　

禮 

様

２
０
１
９
年
１
月

西
川　
　

昌 

様

◇
交
通
災
害
共
済（
１
件
）

12
月　

16
万
円

◇
火
災
共
済
（
１
件
）

12
月　

23
万
円

◇
生
命
共
済
（
１
件
）

12
月　

３
０
０
万
円

お
祝
い

☆
金
婚
（
３
件
）

１
月
伊
与
田
健
一 

様

２
月
井
上　

博
文 

様

井
上　

雅
子 

様
お
悔
み

★
本
人
死
亡
（
５
件
）

２
０
１
８
年
４
月

池
本　
　

晃 

様

２
０
１
８
年
11
月

澤
田　

淳
一 

様

２
０
１
９
年
１
月

宮
尾　

郁
子 

様

２
０
１
９
年
２
月

上
島　

正
男 

様

中
村　

博
光 

様

★
配
偶
者
死
亡（
５
件
）

２
０
１
７
年
１
月

上
甲　

サ
チ 

様

２
０
１
８
年
10
月

井
上　

郁
夫 

様

笑
い
は
健
康
の
常
備
薬

笑
い
は
健
康
の
常
備
薬

文
化
講
演
会

文
化
講
演
会

死亡時に事務局へ
ご一報をお願いします

☎８２１－３８００

死亡時に事務局へ
ご一報をお願いします

☎８２１－３８００

おねがいおねがい

紹
介
カ
ー
ド
は
低
調

紹
介
カ
ー
ド
は
低
調

会
員
拡
大
は
向
上

会
員
拡
大
は
向
上
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一
月
三
十
日
、
今
年
度
三
月

末
日
ま
で
に
退
職
予
定
の
三
十

八
人
の
組
合
員
を
対
象
に
、
グ

ル
連
主
催
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親

会
（
退
職
者
の
会
へ
の
加
入
促

進
会
）
が
高
知
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ

テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
内
高
知
分
会
事
務
局
長
の

司
会
で
開
会
、
退
職
者
の
会
國

弘
会
長
の
「
ね
ぎ
ら
い
と
退
職

者
の
会
へ
の
加
入
の
呼
び
か

け
」
の
挨
拶
、
退
職
者
の
会
弘

田
事
務
局
長
に
よ
る
「
退
職
者

の
会
の
生
い
立
ち
と
活
動
の
紹

介
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
、
グ
ル
連
森
下
事

務
局
長
よ
り
「
電
通
生
協
の
継

続
利
用
や
具
体
的
な
手
続
き
」

に
つ
い
て
説
明
後
、
ザ
ッ
ク
バ

ラ
ン
に
意
見
交
換
等
を
し
、
労

金
か
ら
の
「
退
職
後
の
労
金
利

用
の
利
点
」
な
ど
の
説
明
も
受

け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昼
食
を

し
散
会
し
ま
し
た
が
、
参
加
者

は
三
十
一
人
と
例
年
よ
り
も
多

く
実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
当
日
は
参
加
で
き

な
か
っ
た
数
人
に
は
、
二
月
七

日
の
会
社
説
明
会
で
時
間
を
頂

き
対
応
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。　
　
　
　
　

 〈
弘
田
和
幸
〉

　

地
球
上
で
３
の
数
字
が
十
二

個
並
ぶ（
東
経
133
度
33
分
33
秒
、

北
緯
33
度
33
分
33
秒
）〝
愛
称
〞

地
球
33
番
地
の
第
二
十
九
回
記

念
式
典
が
３
月
３
日
に
高
知
市

の
一
文
橋
公
園
で
多
く
の
参
加

者
を
集
め
開
催
さ
れ
た
。

　

地
球
33
番
地
は
、
江
ノ
口
川

の
ほ
と
り
に
位
置
す
る
。
こ
の

川
は
、
パ
ル
プ
工
場
の
排
水
で

死
の
川
と
な
っ
た
が
、
市
民
ら

四
人
が
生
コ
ン
と
土
嚢
（
ど
の

う
）
を
排
水
溝
に
投
入
し
た
高

知
パ
ル
プ
生
コ
ン
事
件
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
労
組
の
顧
問
弁
護
団
、
藤
原

周
・
藤
原
充
子
弁
護
士
が
担
当
）

を
き
っ
か
け
に
、
反
公
害
の
世

論
が
沸
き
起
こ
り
、
工
場
は
操

業
を
停
止
、
翌
年
に
は
閉
鎖
に

追
い
込
ま
れ
た
。
裁
判
終
結
後

に
当
時
の
坂
本
昭
市
長
の
「
江

ノ
口
川
を
泳
げ
る
川
に
し
よ

う
」
と
の
表
明
を
受
け
て
、
当

時
の
住
民
が
川
の
再
生
に
と
り

く
み
、
地
球
33
番
地
の
実
行
委

員
会
も
環
境
保
全
活
動
を
粘
り

強
く
続
け
た
結
果
、
川
は
魚
が

戻
り
、
鴨
も
飛
来
す
る
ほ
ど
に

再
生
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

式
典
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

－

Ｏ
Ｂ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
十
四
名
）
と

Ｎ
Ｔ
Ｔ
現
職
が
参
加
、
環
境
保

全
活
動
の
一
環
と
し
て
江
ノ
口

川
周
辺
の
ゴ
ミ
収
集
を
33
分
間

実
施
し
ま
し
た

　

さ
ら
に
向
陽
小
学
校
と
昭
和

小
学
校
の
３
年
生
が
、
環
境
保

全
用
語
・
絵
の
発
表
や
３
年
生

全
員
で
式
典
歌
な
ど
を
元
気
に

披
露
し
ま
し
た
。

　

来
年
も
３
月
３
日
午
前
十
時

か
ら
開
催
予
定
で
す
、
関
心
の

あ
る
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　

 〈
三
宮
正
博
〉

こんな具合よねこんな具合よね総会返信

ハガキよ
り総会返信

ハガキよ
り

いつもお世話になります。８月に
後期高齢者になりました。元気で
過ごせるようにウォーキングや食
事には頑張っております。総会の
成功を祈念しております。

安養寺宏子（高知市）

息災です。
池上　茂（高知市）

懐かしく存じます。皆様によろ
しく申してください。

一円　君恵（香美市）

今年は縁あって５月からＯＢサークルの「カラオケ」に、７月から「ボウ
リング」に加入しました。両サークル共にメンバーの方々は現役時代を
含め初対面の方が多く、新しい友達が増えて楽しませてもらっています。

市川喜美雄（高知市）お世話になります。
元気でやってます。

市川　秀幸 （須崎市） 家内が臥せているので介護のた
めすみません。

伊藤　隆偉（高知市）
主人が病気で８月に亡くなりました。息
子二人も独立して広くもない家ですが
ポカーンとしています。何とも淋しい
空気感です。休んでいたグラウンドゴ
ルフをやり始めようかと思っています。

井上　幸子（吾川郡）

視・聴・臭覚と体力が衰え散歩や外
出が億劫になってきました。何か良
い解消法があれば教えてください。

岩川　進（四万十町）
ご連絡ありがとうございました。

植田多賀子（高知市）

お世話になります。
返事が遅くなり申し訳ありません。

上本　晴子（高知市）

所用で欠席します。
ご盛会を祈ります。

大坪　豊亀（高知市）

物忘れがひどくなり年のせいに
しています。

大野  鈴子（高知市）

今年の夏はチリ袋を持ち上げて腰骨を圧迫骨折してしまいコルセット着用
の笑えない苦しみを味わいました。なんでも用心深くするようになりまし
た。今は11月の同窓会に向けて世話役として頑張っております。

大原　和代（四万十市）

昨年12月に胃の手術をして20
㎏ほど痩せましたが何とか元の
生活に戻りつつあります。

岡村　修一（高知市）

平成30年11月11日に四万十市立
文化センター２階大ホールで行う
四万十市文化祭参加の能楽発表会
に参加するため頑張っています。
体調も少し悪いのですみません。

岡村　長寿（四万十市）

いつもお世話になります。主人の老々介護が始まり自分の健康を守ること
が大切ということが良く分かる時が来たと思い主人に施設に入ってもらい私
にできることをさしてもらっています。今後ともよろしくお願いいたします。

岡村　淑子（須崎市）

病院通いと野菜作りしています。
小川　憲一（土佐清水市）

日頃は大変お世話になり有難うございます。
主人は高齢のため認知機能の衰えもあり出席
できません。宜しくお願いいたします。（代筆）

小川　貞夫（高知市）

日々健康対応バカ利です。
沖本　恭一（高知市）

８月末に富士宮から富士山に登りました。全員登頂成功。昨年は富士吉田
からでした。天気に恵まれ日中は半そでの人もいましたが日が陰り夕方に
なると風は強く外に出られないので山小屋にこもっていました。

筧　　静夫（高知市）

毎日楽しく日曜日してます。
片岡　徳雄（高知市）

近くに転居しました。
片岡　正行（吾川郡）

元気で暮らしてます。
片岡　美恵（高岡郡）

お陰様で元気に暮らしています。
門田　吉郎（高知市）

いつも声掛けをありがとうござ
いました。

兼松　憲一（高知市）

遅くなり申し訳ありません。
苅谷　　勲（香南市）

「店番しつつ、孫守りつつ」の毎日
は、忙しいですが、それなりに充
実しています。先日オーテピアで
『血潮燃えたり七ツ釦』を探してい
ただき、その中に15歳で志願兵と
なった父の文章もありました。童
顔の軍服姿の写真も載っており胸
が詰まりました。戦争は絶対反対。
孫の時代が平和でありますように。

川上　理恵（高岡郡）

健やかに日々を送っております。
所用のため残念ながら総会・懇親
会とも欠席とさせていただきます。

北岡南海雄（高知市）

元気でいます。当日は予定が入っ
ています。すみません。

北村　恵美（高知市）

朝倉病院入院中です。夫代筆
久保　正江（高知市）

ソフトボールやってます。
三宮　芳廣（高知市）

体調不良により欠席します。
塩井  六郎（香南市）

いつもお世話になっております。皆さんと楽しくやりたいのですが立ち居
振る舞い不自由です。家で細々とワインなど飲んでおります。

島崎　猛（高知市）

体調が年齢と同じに下り坂です。
末永　雄一（高知市）

げんきです。
島﨑　博幸（高知市）

最近、足・腰が痛くなり川田整形
外科に行って頑張ってます。

下元　康恵（土佐市）

次号につづく

多
く
の
人
が
参
加

多
く
の
人
が
参
加

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会

ウ
ェ
ル
カ
ム
懇
親
会

環
境
保
全
の
聖
地
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

環
境
保
全
の
聖
地
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

地
球
33
番
地
記
念
式
典

地
球
33
番
地
記
念
式
典
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横
の
繋
が
り
が
大
切
で
あ
り
、

一
期
一
会
を
実
践
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊̶

＊

急
な
お
迎
え今日

は
イ
ヤ

曽
我 

敦
子

（
安
芸
市
）

　

月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の

で
、
と
う
と
う
今
年
は
後
期
高

齢
者
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と

退
職
し
て
早
四
年

清
遠
　
真
介

（
香
美
市
）

　

東
京
で
単
身
赴
任
十
八
年
、

六
十
歳
を
迎
え
定
年
退
職
に
な

り
、
高
知
へ
帰
っ
て
丸
四
年
が

経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
初

は
、
遊
び
友
達
、
は
な
し
相
手

も
な
く
浦
島
太
郎
状
態
で
し
た
。

　

ま
た
、
私
達
の
世
代
は
年
金

支
給
が
一
律
六
十
五
歳
に
な
る

ま
で
の
過
度
期
で
あ
り
、
同
級

生
は
皆
働
い
て
い
る
中
、
厚
生

年
金
の
比
例
報
酬
部
分
の
支
給

が
六
十
一
歳
の
誕
生
月（
二
月
）

か
ら
で
丸
一
年
間
無
収
入
に
な

る
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
案
内
が
来
る
た

び
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

る
と
、
高
知
に
い
た
頃
の
先
輩

達
に
会
う
こ
と
が
で
き
徐
々
に

知
り
合
い
も
増
え
、
仕
事
に
関

す
る
情
報
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
先
輩
達
の
お
陰
で

仕
事
、
釣
り
、
飲
み
会
等
で
充

実
し
た
日
々
を
送
り
、
都
会
の

ビ
ル
ジ
ャ
ン
グ
ル
よ
り
高
知
の

自
然
の
中
が
合
っ
て
い
る
自
分

が
い
ま
す
。

　

楽
し
く
生
き
て
い
く
に
は
、

に
な
り
ま
し
た
。
ず
ー
っ
と
昔

の
高
三
の
時
、
当
時
の
電
電
公

社
に
内
定
し
た
時
、
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
に
報
告
に
行
く
と

「
お
ー
、
電
電
公
社
か
ね
。
あ
そ

こ
は
自
分
の
勉
強
次
第
で
な
ん

ぼ
で
も
頑
張
れ
る
き
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
後
か
ら
考
え
る

と
中
等
部
や
専
門
部
の
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら

そ
ん
な
勉
強
を
す
る
気
も
な

く
、
の
ほ
ほ
ん
と
過
ご
し
結
婚

し
、
昨
年
金
婚
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
互
い
に

に
混
じ
っ
て
叱
ら
れ
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
試
合
の
後
の

お
疲
れ
会
も
楽
し
み
で
す
。

　

週
一
回
の
バ
イ
ト
も
あ
っ
と

い
う
間
に
十
年
が
過
ぎ
、
大
き

な
失
敗
が
な
い
う
ち
に
辞
め
た

方
が…

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
部
屋
も

い
っ
ぱ
い
で
、
ち
ょ
っ
と
片
づ

け
た
ら
と
叱
ら
れ
な
が
ら
の
毎

日
で
す
が
、
急
に
お
迎
え
が
き

た
ら〝
整
理
が
で
き
て
な
い
か
ら

今
日
は
イ
ヤ
〞
と
お
断
り
し
て

も
う
少
し
元
気
で
あ
れ
こ
れ
ヤ

リ
た
い
な
ー
と
思
う
毎
日
で
す
。

良
く
辛
抱
し
た
と
思
い
ま
す
。

色
々
と
愚
痴
る
と
、息
子
に「
お

母
さ
ん
、
自
分
に
見
る
目
が
無

か
っ
た
と
諦
め
や
」
と
諭
さ
れ

ま
す
。
確
か
に
そ
う
で
す
ね
！

　

数
年
前
、
義
母
が
寝
た
き
り

に
な
っ
た
時
の
教
訓
で
で
き
る

だ
け
最
後
ま
で
歩
け
る
よ
う
に

と
思
い
、
週
一
回
の
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
の
秋 「
若
い
子
か
ら
、
子

供
の
ク
ラ
ブ
活
動
、
産
休
、
怪

我
な
ど
で
人
が
少
な
い
き
来
て

や
」と
誘
わ
れ
、ビ
ー
チ
バ
レ
ー

の
練
習
に
復
帰
し
ま
し
た
。
長

男
・
次
男
と
同
学
年
の
人
た
ち

　昨年十二月政府は新たな「防衛計画の大綱と中期防衛力整備計画」を閣議

決定、今後五年間の防衛費を二十七兆円超と過去最大とし「護衛艦の空母化、

ミサイル防衛強化のための高額装備の調達」を発表しました。

　これらの導入は、憲法九条に違反し、敵基地を攻撃できる「攻撃的兵器」

そのものです。安倍首相は、憲法九条三項に自衛隊を明記すると発言。これ

は自衛隊を名実ともに軍隊にすることです。

　戦後七十年以上に亘って日本が海外で戦争をしてこなかった大きな力は、憲

法九条の存在のおかげです。

　日本が再び「戦争する国」にならないよう憲法九条の改悪を阻止し、平和

主義の原則が生かされる社会が実現するよう願ってやみません。

〈副会長　吉川　都〉

喜 哀怒 楽 第39回

憲法九条を守り軍拡を中止させよう

ウィッティ
ー

ウィッティ
ー 誌面で伝える

あんなコト、
こんなコト…

誌面で伝える
あんなコト、
こんなコト…

「 二 つ の 言 葉 」
　私の退職前の事でしたが、小・中学校の新任教員が職場研修に来局
された時、二人の先生に「躾」と「おふくろの味」の二つの言葉につ
いて話さして頂きました。子供達の日常生活を見ていると家庭の状況
は概ね解りますよ。何故なら「躾」のつもりが「おしつけ」になったり、「お
ふくろの味」が「袋の味」になっている、勘違い親が多くなっている
からです。この二つの言葉は単に「お」が付いている、付いていない
の違いではなく、言葉の意味から子供の成育に大きく関わっているこ
とに、気付いて欲しいと思います。
　このニつの言葉の教育は、家庭教育でなければ育ちません。教育と
なると難しく考えがちですが「躾」は特別な学問ではなく親の後ろ姿
で「おふくろの味」は家庭で料理し食べて頂き育つと信じています。
またこの実践により子供の「仕合わせ」への道が開かれると思います。
我が家の評価は、"70点 "て少しアマイ？　　　　　　　　　〈上田章夫〉

「 信 じ る も の は ？ 」
　私たちの年代の仲間が集まると健康とお墓の話で盛り上がる。
　その話の中で「脳卒中で絶対に倒れない飲み物の作り方」があった。  
①鶏卵 1 個（白身だけ）（よくまぜる）②ふきの葉の汁 小さじ３杯（ふ
きの葉３～４枚）（つわぶきは駄目です）③清酒小さじ ３杯（焼酎は不
可）④梅漬１個（土用干しをした梅干は不可） ⑤製法は必ず番号順に入
れること。この飲み物は一生に一度飲むだけでよい。国分市の老人ホー
ムでは体験していて脳卒中はいないとか。 
　「信じるものは救われる」お試しあれ !!　　　　 　　　　 〈渡辺資恵〉

「 集 ま ろ う 」
　友人四人で田園風景の中にあるカフェでランチ会。趣のある店内で、
一角には洋品や雑貨が並べられている。運ばれてきた料理は、いくつ
もの小鉢に彩りよく盛り付けられ、食欲をそそる。楽しくおしゃべり
しながら美味しくいただいた。
　会って楽しく、食べて美味しく、買って嬉しい、ワクワクランチ会。
「じゃあまた集まろうね」で解散。合い言葉は「集まろう」これが元気
の秘訣かもしれない。　　　　　　　　　　　　　 　　  〈増吉紀久枝〉
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